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前
日
ま
で
今
年
一
番
の
寒
波
が
到
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
月
二

十
四
日
の
「
と
よ
つ
か
る
た
大
会
」
当
日
は
、
皆
様
の
日
頃
の
行
い

が
良
か
っ
た
の
が
幸
い
し
、
朝
か
ら
き
れ
い
な
青
空
の
下
、
大
会
は

無
事
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

か
る
た
は
、
幼
児
の
部
か
ら
シ
ニ
ア
の
部
ま
で
の
合
計
六
部
門
に

分
か
れ
て
競
い
ま
し
た
が
、
周
り
に
も
勝
負
の
真
剣
さ
が
伝
わ
る
グ

ル
ー
プ
か
ら
、
冗
談
ま
じ
り
に
大
笑
い
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ま
で
さ

ま
ざ
ま
で
し
た
。
残
り
枚
数
が
少
な
く
な
る
と
、
お
手
付
き
を
誘
う

ひ
っ
か
け
読
み
も
あ
り
、
楽
し
い
か
る
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。 

各
部
門
に
参
加
さ
れ
た
方
々
、
裏
方
で
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
方
々
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

か
る
た
大
会
の
後
に
は
、
恒
例
の
餅
つ
き
を
行
い
、
今
年
も
地
域

の
皆
様
手
作
り
の
美
味
し
い
お
雑
煮
や
、
あ
ん
こ
餅
・
き
な
粉
餅
が

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
今
回
初
め
て
の
試
み
と
な
る
、
屋
外
で
の
「
大
判

か
る
た
と
り
」
が
行
わ
れ
、
寒
風
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
で
大

判
か
る
た
を
取
り
合
い
、
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。 

 

✱
か
る
た
大
会
の
結
果
は
、
二
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
✱ 

  

 

▲一風変わった「大判かるたとり」 ▲ い ざ ！ 真 剣 勝 負  

 

第１１回  

と よ つ 

か る た 大 会  
 

 

▲恒例の餅つき。お母さんも奮闘 
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「 か る た 大 会 」 入 賞 者 の 紹 介  

○幼児の部（４人） [ 未就学児 ]  

優勝 木村友香（ともか）ちゃん  

２位 山町紗奈（さな）ちゃん   

３位 鬼澤菜奈（なな）ちゃん 

○低学年の部（１１人） [ 小学１・２年生 ]  

優勝 根本陽菜（ひな）さん 

２位 木村文香（あやか）さん        

３位 松本琥汰郎（こたろう）さん 

○中学年の部（１３人） [ 小学３・４年生 ]  

優勝 山町詩音（しおん）さん  

２位 大川希純（きすみ）さん       

３位 君和田由奈（ゆな）さん 

○高学年の部（１１人） [ 小学５・６年生 ]  

優勝 宮﨑渚（なぎさ）さん 

２位 小林綾華（あやか）さん     

３位 君和田莉央（りお）さん 

※優勝と２位は同点決勝 

○一般の部（８人） [ 中学生以上６０歳未満 ]  

優勝 山町未来（みく）さん  

２位 藤枝健太郎（けんたろう）さん       

３位 木村憲子（のりこ）さん 

○シニアの部（８人） [ ６０歳以上 ]  

優勝 君和田美智子（みちこ）さん  

２位 君和田君江（きみえ）さん        

３位 柏葉秋穂（あきお）さん 

 
『
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
募
集
し
て
い
ま
す 

  
 

～ 

あ
な
た
の
経
験
・
知
識
な
ど
を
活
か
し
ま
せ
ん
か 

～ 
 

 
 

 

 

『
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め
に
役

立
ち
た
い
！
」
と
い
う
熱
い
思
い
を
も
っ
て
、
小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育

園
の
教
育
活
動
や
環
境
整
備
な
ど
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。 

申
込
み
者
は
、
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
単
位
で
作
成
す
る
『
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
一
覧
』
に
登
録
さ
れ
、
こ
の
名
簿
に
よ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
（
ま
た
は
学
校
）
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
日
時
・
内
容
な
ど
を
調
整
の
上
、
依

頼
校
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

○
活
動
場
所
・
・
公
立
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校 

○
活
動
希
望
内
容
（
一
例
） 

▼
豊
津
小
学
校 

・
生
活
科
＝
昔
遊
び
の
支
援
（
１
・
３
年
生
） 

・
生
活
科
＝
芋
版
（
年
賀
状
作
成
）
の
指
導 

・
総
合
・
社
会
＝
地
域
の
歴
史
・
文
化
財
（
と
よ
つ
か
る
た
）
の
説
明 

・
図
工
＝
絵
画
（
水
彩
画
）
の
指
導 

▼
大
船
津
保
育
園 

・
保
育
補
助 

・
環
境
整
備
（
舎
内
外
の
除
草
・
簡
単
な
修
繕
） 

・
樹
木
の
剪
定 

・
行
事
の
際
の
駐
車
場
係 

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

（
ア
ド
レ
ス
は
下
欄
外
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す

。）

 

○
対
象
・
・
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
十
八
歳
以
上
の
方 

○
そ
の
他
・
・ 

・
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。 

・
活
動
中
に
生
じ
た
事
故
に
つ
い
て
は
、
市
が
加
入
す
る
傷
害
保
険
の
範
囲 

内
で
対
応
し
ま
す
。 

・
学
校
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
の
活
動
と
な
る
の
で
、
登
録
者
全
員
に
も
れ 

な
く
依
頼
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。 

○
申
込
み
・
・
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
豊
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ 

○
問
合
せ
・
・
鹿
嶋
市
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課 

※ http://city.kashima.ibaraki.jp/info/detail.php?no=7364  

３ ０ 枚 以 上 取 れ

て 、 う れ し か っ

た で す  

山町詩音さん 

１ 位 に な れ て 、  

よ か っ た で す 。  

１ 位 に な れ て 、

と て も う れ し い

で す 。  

去 年 の 優 勝 者 に

勝 て て 、 よ か っ

た で す 。  

今 年 も 参 加 で き て 、  

よ か っ た で す 。  

木村友香ちゃん 
い っ ぱ い と れ て 、

た の し か っ た で

す 。  

 
 

   

根本陽菜さん  

 

宮﨑渚さん 

山町未来さん 

君和田美智子さん 
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『
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め
に
役

立
ち
た
い
！
」
と
い
う
熱
い
思
い
を
も
っ
て
、
小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育

園
の
教
育
活
動
や
環
境
整
備
な
ど
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
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申
込
み
者
は
、
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
単
位
で
作
成
す
る
『
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
一
覧
』
に
登
録
さ
れ
、
こ
の
名
簿
に
よ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
（
ま
た
は
学
校
）
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
日
時
・
内
容
な
ど
を
調
整
の
上
、
依

頼
校
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

○
活
動
場
所
・
・
公
立
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校 

○
活
動
希
望
内
容
（
一
例
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▼
豊
津
小
学
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・
生
活
科
＝
昔
遊
び
の
支
援
（
１
・
３
年
生
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・
生
活
科
＝
芋
版
（
年
賀
状
作
成
）
の
指
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・
総
合
・
社
会
＝
地
域
の
歴
史
・
文
化
財
（
と
よ
つ
か
る
た
）
の
説
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・
図
工
＝
絵
画
（
水
彩
画
）
の
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導 

▼
大
船
津
保
育
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・
保
育
補
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・
環
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整
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（
舎
内
外
の
除
草
・
簡
単
な
修
繕
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・
樹
木
の
剪
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・
行
事
の
際
の
駐
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※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

（
ア
ド
レ
ス
は
下
欄
外
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す

。）

 

○
対
象
・
・
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
十
八
歳
以
上
の
方 

○
そ
の
他
・
・ 

・
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。 

・
活
動
中
に
生
じ
た
事
故
に
つ
い
て
は
、
市
が
加
入
す
る
傷
害
保
険
の
範
囲 

内
で
対
応
し
ま
す
。 

・
学
校
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
の
活
動
と
な
る
の
で
、
登
録
者
全
員
に
も
れ 

な
く
依
頼
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。 

○
申
込
み
・
・
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
豊
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ 

○
問
合
せ
・
・
鹿
嶋
市
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課 

 

怪
し
い
空
模
様
の
下
で
始
ま
っ
た
「
第
二
十
回
と
よ

つ
ま
つ
り
」
で
す
が
、
案
の
定
、
開
会
と
共
に
ぽ
つ
り

ぽ
つ
り
と
冷
た
い
も
の
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
模
擬
店

は
既
に
屋
外
で
準
備
を
始
め
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
の
ま

ま
実
行
し
、
午
後
か
ら
の
芸
能
発
表
は
館
内
の
図
書
コ

ー
ナ
ー
を
舞
台
に
し
て
行
う
事
に
し
ま
し
た
。 

 

小
降
り
な
が
ら
降
り
続
け
る
雨
で
、
人
出
が
気
に
な

り
ま
し
た
が
、
模
擬
店
に
は
例
年
と
比
べ
て
も
劣
ら
な

い
ほ
ど
の
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。
焼
き
そ
ば
や
お
餅
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と

い
っ
た
食
べ
物
の
ほ
か
、
シ
ク
ラ
メ
ン
や
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
と
い
っ
た
園
芸
作
物
、
新
鮮
な
野
菜
が
み
る
み
る
と

売
れ
て
い
き
、
お
昼
に
は
ほ
ぼ
完
売
の
状
態
で
し
た
。 

 

ま
た
、
館
内
に
は
、
習
字
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
生
け

花
・
彫
刻
な
ど
、
豊
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
方
や
豊
津
小
児
童
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の

人
が
見
事
な
芸
術
作
品
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
の
芸
能
発
表
に
は
、
多
数
の
観
客
が
集
ま

り
ま
し
た
。
急
ご
し
ら
え
の
狭
い
会
場
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
立
ち
見
の
お
客
さ
ん
も
多
数
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
の

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
多
く
の
方
々
が
楽
し
ま
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
大
船
津
郷
の
祭
頭
祭
を
き
っ

か
け
に
発
足
し
た
『
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
と
よ
つ
』
の
舞

台
で
は
、
解
散
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
渾
身

の
踊
り
に
会
場
い
っ
ぱ
い
の
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
。
最
後
ま
で
残
っ
た
お

客
さ
ん
の
特
権
で
、
豪
華
（
？
）
賞
品
が
次
々
と
あ
た

り
、
委
員
長
の
手
か
ら
渡
さ
れ
た
賞
品
を
手
に
し
た
人

は
、
満
足
げ
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

か
る
た
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ 

⑱ 

       

雨の中    

第 20 回  

 
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

文

化

芸

術

、

演

芸

、

模

擬

店 

こ
こ
数
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
ホ
タ

ル
見
学
会

」。

今
年
度
も
七
月
に
実
施
し

ま
し
た
が
、
例
年
以
上
に
多
く
の
ホ
タ
ル

を
流
れ
川
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
も
喜
び
ま
し
た
。 

 

鹿
島
神
宮
の
御
手
洗
池
か
ら
北
浦
に
注

ぐ
流
れ
川
で
す
が
、
昭
和
初
期
ま
で
は
飲

料
水
や
洗
濯
水
な
ど
の
生
活
用
水
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
経
済
成
長
と
共
に
家
庭
か
ら
の
生

活
雑
排
水
が
流
れ
込
み
、
臭
気
を
発
す
る

ま
で
汚
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
ま
ま
で
は
、
流
れ
川
周
辺
の
住
民

の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
か

つ
て
の
き
れ
い
な
流
れ
川
を
取
り
戻
そ
う

と
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
浄
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

流
れ
川
に
生
活
雑
排
水
を
流
さ
な
い
よ

う
下
水
道
や
浄
化
槽
の
整
備
、
地
域
住
民

に
よ
る
流
れ
川
の
定
期
的
な
清
掃
な
ど
を

行
い
、
昔
ま
で
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、

か
な
り
き
れ
い
な
川
へ
と
蘇
り
ま
し
た
。 

 

「
川
は
龍
神
が
住
む
場
所
」
と
昔
は
認

識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

流
れ
川
も
、
神
代
の
姿
を
い
つ
ま
で
も
保

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。 

 

 

山町未来さん 

今 年 も 参 加 で き て 、  

よ か っ た で す 。  
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武
家
屋
敷
群
や
佐
倉
城
址
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！ 

  

絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
二
十
八
日
、 

「
レ
ッ
ツ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
佐
倉
ウ
ォ
ー
キ
ン 

グ

）」

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
千
葉
県
佐
倉
市
の
武
家
屋
敷
と
国 

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
堀
田
邸
、 

そ
し
て
佐
倉
順
天
堂
記
念
館
を
見
学
後
、
佐
倉 

城
址
公
園
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。 

城
址
公
園
で
は
、
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ノ
ル
デ 

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
体
験
。
有
酸
素
運
動 

の
た
め
、
普
通
に
歩
く
よ
り
カ
ロ
リ
ー
を
多
く 

消
費
し
、
二
の
腕
を
引
き
締
め
る
効
果
も
あ
る 

と
の
説
明
が
あ
り
、
多
く
の
方
が
体
験
し
ま
し 

た
。
好
天
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
し
た
二 

十
六
人
は
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。 

＊
つ
ぶ
や
き
＊ 

今
年
は
交
通
事
故
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
鹿
嶋
市
内
で
の
昨
年

一
年
間
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
（
四

人
）
に
、
今
年
（
こ
の
原
稿
作
成
時
）
は

既
に
並
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
車
は
早
め

に
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
歩
行
者
に
気
づ
か
せ

る
と
と
も
に
、
歩
行
者
や
自
転
車
は
反
射

材
等
を
つ
け
て
自
分
の
存
在
を
わ
か
ら
せ

る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
『
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る

』。

他
人
事
と
思
わ
ず
、
皆

さ
ん
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
（
Ｓ
） 

きれいにできました 

フラワーアレンジメント 

 

１２月２ 7 日、今年度 

２回目の楽学セミナーは、 

華やかな年始を演出する 

「フラワーアレンジメン 

ト」でした。 

講師（小泓明美さん）のアドバイスを受け、

参加した１２人は作品の出来ばえを競い合いな

がら、楽しく作品を完成させました。 

＜参加者の声＞ 

・初めて参加しましたが、気ぜわしいこの時期

にお花と向き合い、ゆったり楽しい時間を過ご

せました。ありがとうございました。 

（爪木 君和田よしゑさん） 

・講師の先生の丁寧な指導で、素晴らしい作品

に仕上がりました。また参加したいです。 

         （大船津 坂本清子さん） 

  

楽
し
く
料
理
で
き
ま
し
た
！ 

 

十
二
月
十
二
日
、
鹿
嶋
市
食
生
活
改
善 

推
進
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
「
食
改

」） 

と
の
共
催
で
、
「
お
や
こ
の
食
育
料
理
教 

室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

食
改
の
皆
さ
ん
と
の
共
催
は
今
回
が
初 

め
て
で
し
た
が
、
参
加
し
た
十
九
人
の
子 

ど
も
た
ち
は
、
丁
寧
な 

指
導
を
受
け
な
が
ら
、 

「
お
に
ぎ
り
」
な
ら
ぬ
「
お
に
ぎ
ら
ず
」
や
、
サ

ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
楽
し
く
作
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
食
事
を
と
り
な

が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
い
か
に
大
切
な

こ
と
か
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

あ
い
さ
つ
標
語
看
板 

変
わ
り
ま
す 

  

皆
さ
ん
は
、
豊
津
地
区
内
の
通
学
路
沿

い
に
立
つ
「
あ
い
さ
つ
標
語
看
板
」
を
ご

存
じ
で
す
よ
ね
。 

 

現
在
の
看
板
は
平
成
二
十
三
年
度
に
立

て
た
も
の
で
、
古
く
色
あ
せ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
三
月
五
日
に
実
施
す
る
予
定
の
地

域
安
全
点
検
事
業
の
際
に
、
更
新
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
三 

代
目
と
な
る
新
し
い 

「
あ
い
さ
つ
標
語
看 

板
」
は
、
小
学
校
低 

学
年
の
子
ど
も
た
ち 

の
作
品
を
中
心
と
し 

た
三
〇
本
で
す
。 

ど
こ
に
、
誰
の
、 

ど
ん
な
標
語
が
立
つ 

の
か
、
皆
さ
ん
、
地 

区
内
の
道
路
を
通
る 

際
に
は
看
板
を
意
識 

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

▲ 堀 田 邸 で の 集 合 写 真  ▲ 佐 倉 城 址 公 園 を 散 策  

 

『
鹿
嶋
神
の
道
』
も 

L
e
t’s

 
W

a
lk

in
g

 

  

一
月
十
六
日
、
今
年
度
三
回
目
の
「
レ
ッ
ツ
ウ 

ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
豊
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

発
着
で
開
催
し
ま
し
た
。
（
十
六
人
参
加
） 

 
堤
防
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
習 

を
受
け
て
か
ら
、
天
狗
党
の
墓
や
鶴
来
稲
荷
（
稲 

荷
塚
古
墳

）、

鶴
来
天
神
、
城
山
公
園
を
経
由
す 

る
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
約
七 

キ
ロ
の
コ
ー
ス
へ
。
最
初
は
慣 

れ
な
い
ポ
ー
ル
を
持
て
余
し
て 

い
ま
し
た
が
、
新
し
く
で
き
た 

『
神
の
道
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
コ 

ー
ス
』
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
学
し 

な
が
ら
話
が
弾
み
、
楽
し
く
完 

歩
し
ま
し
た
。 

★豊津まちづくりセンターでは、ノルディックウ

ォーキング用のポールを８組用意しています。堤

防の散歩などで、皆さんも体験してみませんか？

希望者は、事務室へ遠慮なくお申し出ください。 ▲ ご ち そ う を 並 べ て 全 員 で  

▲ 現 在 の あ い さ つ 標 語 看 板  


